
主催：静岡県地質調査業協会

後援：（社）関東地質調査業協会

（社）静岡県建設産業団体連合会

＊定員になり次第、申し込みを締め切りさせて頂きます。また、参加申し込みの是非は、締切りの連絡がない限
り、受け付けたものとさせて頂き、申し込み受領の返信は致しません。

政令都市となった静岡市も駅前高層ビルや市街地再開発ビルの建設が開始
され、大都市並みの超高層建築物が建ち並ぼうとしています。昨年の震災以
来、これまでの東海大地震のみならず、三連動地震など「海溝型」のより大き
な地震が危惧され、超高層建築物や免震建築物が長周期地震動による大き
な影響を受けることが予想されます。地震先進県である静岡の地盤･建築に
携わる技術者の責任において、この分野の理解と見識を深めましょう。 
 今回は、超高層建築物の設計施工の経験が豊富なゼネコン技術者をお迎え
して、耐震設計の現状を踏まえて、テーマの解説を頂きます。 

＜プログラム＞
１０：３０～１２：００（質疑応答を含む）

長周期地震動に対する耐震設計の課題 
三井住友建設（株） エンジニアリング本部長 能森雅己 技術士（建設部門） 

日 時：平成 24 年８月 24 日（金） 
１０：３０～１２：００ 

場 所：静岡市産学交流センター ６Ｆ

ペガサート 
 （プレゼンテーションルーム） 
（静岡市葵区御幸町 3-21） 

ＣＰＤ：1.5（土質・地質の生涯教育ネットのみ） 
参加費： 無料 

＜申し込み方法＞

締切り日：平成２４年８月２０日

定 員： １３５名（先着順）

問合せ先：０５４－２４７－３３１６（柴田）

申込先：①ジオ・スクーリングネット（www.geo-schooling.jp） 
にて各自申し込み

②FAX またはメール

Fax：054-246-8011 E-MAIL:info@s-geo.com
「所属、氏名、CPD 登録先を記載してください」 

～～～長長長周周周期期期地地地震震震動動動ににに対対対すすするるる耐耐耐震震震設設設計計計ののの課課課題題題～～～   

・長周期地震動とは
・長周期構造物の特性
・長周期地震動のモデル化
・建築構造物の耐震設計上の課題 etc.



 
 
 

 
 

 
主催：静岡県地質調査業協会 
後援：（社）関東地質調査業協会 

（社）静岡県建設産業団体連合会 

 

土木構造物の基礎設計で拠り所とされる「道路橋示方書・同解説（(社)日本道路協会）」

が、本年度の 3月に改訂されました。地盤データを発注者に提供する我々は、本書で記さ

れる設計定数の精度に大きく関わる調査方法の選択と処理が重要です。また、耐震設計を

行うための地盤挙動について、併せて研鑽をはかることを目的とします。 

＜プログラム＞ 
１３：００～１４：３０（質疑応答を含む） 
 構造物の基礎設計における地盤定数の決定～道路橋示方書・同解説（下部工編）を中心に 

 (株)エイト日本技術開発 金 聲漢 技術士（建設部門・総合技術監理部門） 

（休 憩） 
１４：４５～１６：００（質疑応答を含む） 
土木構造物における耐震設計での地盤とその調査 

(株)エイト日本技術開発 佐伯統大 技術士（建設部門・総合技術監理部門） 

 
１６：００～１７：００ 
講師を交えての改訂された道路橋示方書と地盤調査にまつわる座談会

日 時：平成 24 年８月 24 日（金） 
１３：００～１７：００ 

場 所：静岡市産学交流センター ６Ｆ 
ペガサート 
 （プレゼンテーションルーム） 
（静岡市葵区御幸町 3-21） 

ＣＰＤ：4.0（土質・地質の生涯教育ネット） 
参加費：無 料 

＜申し込み方法＞ 
締切り日：平成２４年８月２０日 
定 員： １３５名（先着順） 
問合せ先：０５４－２４７－３３１６（柴田） 
申込先：①ジオ・スクーリングネット（www.geo-schooling.jp） 

にて各自申し込み 
②FAX またはメール 

Fax：054-246-8011E-MAIL:info@s-geo.com） 
「所属、氏名、CPD 登録先を記載してください」 

道路橋示方書・同解説Ⅳ下部工編 
       執筆者による 

「基礎設計における地盤定数設定の設定」講習 
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